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太
宰
治
の
竹
林
七
賢
観

劉

金
宝

は
じ
め
に

竹
林
七
賢
と
は
、
貌
晋
時
代
に
老
荘
（
道
家
）
思
想
を
尊
び
、
世
俗
を
避

け
、
自
由
を
楽
し
ん
だ
七
人
の
穏
者
の
こ
と
で
あ
る
。
玩
籍
、
替
康
、
山
治
、

劉
伶
、
続
威
、
向
秀
、
玉
戎
の
七
人
は
竹
林
に
集
ま
り
、
溜
を
飲
み
な
が
ら
、

清
談
（
注
一
）
を
し
て
い
た
と
い
う
。
曹
操
の
子
で
あ
っ
た
曹
亙
が
設
立
し

た
貌
王
朝
は
、
景
初
三
年
（
一
二
ニ
九
年
）
、
貌
明
帝
の
死
去
と
と
も
に
、
衰
退

の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
明
帝
の
死
か
ら
十
年
経
っ
た
正
始
十
年
（
二
四
九
年
）
、

貌
の
実
力
者
の
司
馬
蕗
は
激
し
い
権
力
関
争
に
勝
ち
、
実
権
を
掌
握
す
る
よ

う
に
な
る
。
そ
の
司
馬
蕗
の
死
後
、
長
男
の
司
馬
師
と
次
男
の
司
馬
昭
が
敵

対
勢
力
を
抹
殺
し
、
貌
王
朝
の
纂
奪
を
推
し
進
め
た
。
泰
始
元
年
（
一
二
ハ
五

年
）
司
馬
昭
の
長
男
、
司
馬
炎
が
貌
を
滅
ぼ
し
て
西
晋
王
朝
を
設
立
し
た
。

竹
林
七
賢
は
こ
の
よ
う
な
激
動
の
時
代
を
生
き
た
も
の
で
あ
る
。

太
宰
治
の
随
筆
や
書
簡
に
竹
林
七
賢
に
関
す
る
言
及
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ

で
は
、
太
宰
治
は
竹
林
七
賢
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
、
ひ
い
て
は
そ
の
竹
林
七
賢
観
が
何
に
由
来
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
太
宰
治
の
世
界
観
と
素
材
の
生
か
し
方
と
も
関
わ
っ

て
お
り
、
先
行
研
究
で
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
こ
の
間
題

に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

一
、
太
宰
治
の
竹
林
七
賢
観

太
宰
治
の
随
筆
や
書
簡
に
は
竹
林
七
賢
へ
の
一
一
言
及
が
幾
つ
か
あ
り
、

は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

そ
れ

①
む
か
し
、
支
那
に
竹
林
の
七
賢
人
と
い
っ
て
、
知
る
こ
と
最
上
、

ひ
に
竹
薮
の
中
に
眠
隠
れ
、
日
々
、
淫
、
語
、
手
を
拍
っ
て
笑
ひ
、
さ
う
し

て
餓
死
い
た
し
た
人
た
ち
が
あ
っ
た
さ
う
で
す
ね
。
賢
人
も
、
竹
薮
へ

は
ひ
っ
て
し
ま
へ
ば
、
そ
れ
き
り
で
す
。
（
「
昭
和
十
年
九
月
三
十
日
付

鰭
崎
潤
宛
書
簡
」
、
引
用
は
『
太
宰
治
全
集
』
第
十
二
巻
、
筑
摩
書
一
房
、

一
九
九
九
年
四
月
、
五
五
頁
に
拠
る
。
）

Jコ
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②
竹
林
の
七
賢
人
も
薮
か
ら
出
て
来
て
、
あ
や
う
く
餓
死
を
の
が
れ
ん

有
様
。
（
「
も
の
思
う
葦
（
そ
の
二
）
」
、
昭
和
十
年
十
二
月
、
引
用
は
『
太

宰
治
全
集
』
第
十
一
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
九
年
三
月
、
二
九
頁
に

拠
る
。
）

③
竹
林
の
七
賢
人
は
薮
よ
り
出
づ
ペ
し
、
出
で
て
わ
が
身
を
都
塵
に
ま

み
れ
さ
す
べ
し
。
（
『
新
潮
』
の
ア
ン
ケ
ー
ト
「
作
家
と
し
て
の
心
構
へ
・

覚
悟
」
、
昭
和
十
一
年
一
月
、
引
用
は
『
太
宰
治
全
集
』
第
十
一
巻
、
筑

摩
書
房
、
一
九
九
九
年
三
月
、
四
五
回
頁
に
拠
る
。
）

こ
れ
ら
の
太
宰
治
の
言
及
を
基
に
し
て
、
彼
の
竹
林
七
賢
観
を
ま
と
め
て
み
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F

－、。
争
れ
、
b
v

付
竹
訴
に

て
い
る
。

し
て
の
も
構
へ
・

べ
し
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
七

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

2
ゎ
u宅

や
ア
ン
ケ

i
ト

る
「
竹
林
の
七
賢
人
は
薮
よ
り

竹
林
に
隠
逸
し
て
い
た
と
、

「
つ
ひ

ι

お
け
る

の

己
餓
死
す
る
ほ

お
け
る
「
さ
う
し
て
餓
死
い
た
し

人
た
ち
が
あ
っ
た

」
や
「
も
の
思
う
葦
（
そ
の
に
お
吋
る
「
あ
や
う
く
餓
死

を
の
が
れ
ん
有
様
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
七
賢
人
が
餓
死
す
る
ほ
い

と
い
う
よ
う
に
太
宰
が
認
識
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
竹
訴
に
蕗
激
し
、
貧
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
い

骨
林
七
賢
観
が
か
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

大
マ
フ

一一、

の
竹
林
七
賢
援
の
一
面
性

そ
れ
で
は
、
次
に
太
事
の
竹
林
七
賢
観
が
事
実
と
蒋
合
す
る
か

つ
い
て
、
「
盟
白
書
」
〈
性
一
一
〉
お
け
る
関
連
の
伝
記
や
「
世
設
新
語

な
ど
の
文
献
や
先
行
研
究
に
基
づ
い
て
、
考
察
し
て
み
た
い
。

山
竹
林
に
臨
逸
し
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て

総
漁
〈
隠
者
、
謡
士
、
逸
民
、
漁
士
、
蕗
君
子
と
も
呼
ば
れ
る
）

は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
違
う
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
島
内
裕
子
が

と
は
、
狭
く
仏
教
の
叫
き
方
を
指
す
だ
け
で
な
く
、

も

俗

世

鼎

を

離

れ

て

、

の

価

値

観

に

基

づ

い

の

（注一二）

の
概
念

な
く
と

き
方
で

と
『
扶
桑
隠
逸
伝
』

ιみ
る
謡
選
像
」
、
『
放
送
大
学

一

九

九

六

西

宮

頁

）

と

指

摘

し

て

い

第
十
四
号
、

る

の

に

対

し

て

、

小

林

昇

は

、

逸

民

）

求
め
な
い
入
入
、
ま
た
は
そ
ふ
て
さ
る
人
人
を
指
し
た
の

国
・

5
本
に
お
け
る
歴
史
観
と
蕗
逸
患
想
』
、
早
稲
回
大
学
出
…
一
九
八

三
年
一
月
、
一
一
九
四
頁
）
と
考
え
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
中
露
語
で

は
隠
治
と
仕
官
が
対
熊
的
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
小
林
昇
の

説

ι従
い
、
題
逸
と
は
官
吏
に
な
る
条
件
を
溝
た
す
人
が
出
仕
を
求
め
’
な
い

で
、
ま
た
は
仕
官
を
離
れ
て
隣
諸
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
も
の
と
し
て

捉
え
て
い
る
。
隠
逸
し
た
あ
と
に
出
仕
す
る
場
合
も
為
れ
試
、
逆
に
、
出
仕

を
離
れ
た
あ
と
に
隠
逸
す
る
場
合
も
見
ら
れ
る
。
隣
諸
明
の
よ
う
に
、
出
仕

と
蕗
逸
を
繰
り
返
し
た
人
物
も
存
在
す
る
。
ま
た
、
謡
逸
す
る
場
所
に
つ
い

て
は
、
山
山
林
、
市
井
や
自
宅
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
学
市
餐
期
仕
」
（
学
問

殺
し
て
い
る
者
は
、
学
問
が
十
分
進
ん
で
、
余
力
が
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

は
じ
め
て
出
て
仕
え
て
、
そ
の
学
ん
だ
と
こ
ろ
を
実
行
に
移
す
べ
き
だ
。
（
注

間
）
）
と
い
っ
た
鰭
家
態
相
の
影
響
に
よ
り
、
出
仕
は
藤
代
の
知
識
人
の
求
め

て
い
た
も
の
だ
ア
た
と
一
一
一
回
っ
て
も
よ
い
。
そ
れ

ι対
し
J

中
国
の
謡
逸
の

特
識
は
、
自
ら
出
仕
を
求
め
よ
う
と
し
な
い
に
あ
る
。

騒
逸
は
中
国
際
史
や
文
化
で

と
認
め
ら
れ
る
「
二

か
ら
「
明
史
」
に

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

五
）
の
中
で
は
、
一

る
ま
で
十
四
の
史
書
に
隠
逸
の

に
お
け
る
隠
逸
の

そ
れ
を
辞
退
し
た

て
い
る
。
そ
れ
以
降
の

あ
る
」
〈

の

る
い
〈
判
中

-12 

あ
る
こ
と

子
の

iま

ら
天

か
ら
も
、

の

あ

の

に
お
い
て
、

い
蕗
者
で

つ
ね
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逸
の
姿
が

う
が
、
治
世
に

家
の
保
身
思
想
の
露
饗
が

代
に
な
る
と
、
震
教
は
正
統
思
想
と
し

と

す

る

系

統

的

礼

教

が

形

成

さ

れ

た

。

や

で

の

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

と
し
て
の
患
孝
患
想
が
、
支
配
者
に
よ
れ
ツ
確
で
い
る
。
そ
の
影
響
を

う
け
、
教
権
交
代
に
あ
た
り
、
担
王
朝
へ
の
忠
誠
を
尽
め
、
新
王
朝

へ
の
出
仕
を
閤
く
拒
苔
す
る
入
が
隠
逸
に
入
る
の
は
よ

る
の
だ
。
隠
逸
の
動
機
は
入
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
違

る
の
に
対
し
て
、
乱
世
に
は
隠
漁
す
る
と
い
う
寵

っ
た
と
一
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま

ら
れ
、
三
網
五

は
じ
め

れ
る
こ
と
で

あ
てコ

いの
。代

表

格
で
あ
っ
た

の
隠
逸
の
動
機
に
つ
い

次
に
竹
林
七

て
、
述
べ
て
み

玩
籍
の
謡
逸
の

の
交
替
期
に
あ
た
り
、

る
者
が
少
な
か
っ
た
た
め
、

る
よ
う
に
な
っ
た
」
（
農
貌

遂
甜
飲
為
常
。
）
（
注
六
）

と
い
う
儒
家
の

つ
い
て
は
、
「
託
籍
誌
」
（
〉
に
、
「
畿
と
晋

頻
発
し
て
、
名
士
の
中

に
関
わ
ら
な
い
で
、名
士
少
有
全
者
、

い
て
ゐ
め
る
。
治
世
な
ら
出

の
隠
逸
の
主
回
以

往
とし
思
わ乱
れ世
るな

信
康
の
場
合
は
、

り
散
績
常
侍
に
昇
進
す
る
際
、
後
桂

山
活
に
絶
交
の
手
紙
（
「
与
山
在
糠
絶

を
出
し
て
、
そ
れ
を
国
く
拒
総
し
た
。
彼
の
隠
逸
の
動
機
は
、
山
活

山
巨
源
雑
交
量
一
間
」
に
の
記
述
に
あ
る

し
た
と
こ
ろ
、

っ
た

｛
知
の
と
考
え
ら
れ

2む

下
差
恋
人
之
独
割
、

ろ
、
島
な
た
が
昇
進
さ
れ
た
こ
と

せ
ん
。
と
い
う
の
は
、
（
祭
舵
の

の
を
恥
じ
て
、
神
主
を
引
っ

の
鈴
締
り
を
つ
け
た
万
金
さ
し
出
し

る
の
と
同
様
の
こ
と
を
、

ら
で
す
。
（
『
中
国
の

九

人

五

月

、
私
は
び
く
び
く
し
て

入
、
が
自
分
ひ

っ
て
き
て
、
手
伝

と
ち
わ
せ
よ
う
と
し
、

血
な
ま
ぐ
さ
い
も
の
で
け
が

た
が
な
さ
る
の
で
は
な
い
か

学
習
研
究
社
、

出

器

を

、

の

動

物

を

殺

し

た

り

、

い

た

り

す

る

調

理
人
に
警
え
て
い
る
。
貌
の
し
て
畿
の
政
権
を
纂
奪
し
た
荷
馬
氏
に
協

力
し
て
出
社
す
る
の
は
汚
い
で
ふ
め
る
と
し
て
、
司
馬
氏
に
仕
え
て
い
る
山

治
安
畷
笑
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
都
康
の
出
王
顎
の
雛
へ
の
患

識
が
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
彼
の
隠
逸
の
主
器
は
、
儒
家
思
想
で

唱
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
顎
廷
へ
の
忠
誠
を
尽
く
す
た
め
で
あ
ろ
う
。
結
罵
、

哲
康
は
司
馬
氏
に
よ
る
晋
王
朝
へ
の
出
仕
を
拒
絶
し
て
、
可
馬
氏
に
殺
さ
れ

た
の
も
彼
の
忠
誠
心
の
裏
づ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
方
、
竹
捗
七
賢
に
お
け
る
竹
林
北
つ
い
て
は
、
各
文
献
で
次
の
よ
う
に

記
述
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、

13 

れ
て
い
る
「
貌
氏
春
秩
」

内
部
給
部
内
之
山
陽
懸
，
監
〈
之
謀
者
，

血
〈
諌
留
玩
籍
、
河
内
山
泊
、
河
南
向
秀
、
籍
兄
子
威
、

補
人
劉
待
相
患
〈
友
善
，
遊
於
竹
林
，
競
為
七
賢
。
（
『
三

三
一
一
一
国
志
」
で

著
で
あ
る
。
）

の
孫
盛
の
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三
冊
、

一

月

、

六

）

：
・
七
人
常
集
子
竹
林
之
下
、
離
意
書
暢
。
故
世
譜
竹
林
七

第
四
巻
、

一
九
七

。

〉
・
：
「
竹
林
之
弊
い

戎
棒
」
〈
）
：
・
「
竹
林
之
議
」

「
伝
或
縛
」
（
「
普
童
日
」
）
・
：
「
竹
林
之
葬
」

興
資
格
は
「
陶
淵
明
之
思
想
輿
清
談
之
関
係
」
〉
に
お
い
て
、

竹
林
は
仏
陀
が
布
教
す
る
場
所
で
あ
っ
た
「
竹
林
構
舎
」
の
「
竹
林
」
に
由

来
す
る
と
主
張
し
、
竹
林
の
実
在
を
否
定
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
王
暁
毅

〈
「
竹
林
七
驚
考
ヘ
叫
歴
史
研
究
片
ニ

O
O
一
年
五
月
〉
は
「
史
記
」
（
注
入
）

や
「
水
経
注
二
注
九
）
な
ど
の
文
献
を
蕗
ま
え
な
が
ら
、
実
地
調
葦
を
経
て
、

七
賢
の
リ
！
ダ

i
絡
の
樫
農
の
旧
居
で
あ
ウ
た
山
陽
に
存
権
し
た
竹
林
の
実

准
を
証
明
し
た
上
で
、
竹
林
七
賢
の
依
説
の
由
来
に
つ
い
て
、
「
竹
林
七
賢
の

伝
説
は
握
逃
し
た
も
の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
あ
る
時
、
七
人
が
揃
っ
て
竹

林
に
集
ま
っ
た
こ
と
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
集
ま
っ
た
時
期
は
十

九
年
（
二
四
八
年
〉
の
可
能
性
が
商
い
。
二
四
八
年
に
は
七
人
が
誰
も
出

に
就
い
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
山
陽
に
播
っ
て
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
。

方
、
高
平
綾
政
変
（
ニ
四
九
年
）
以
後
、
院
籍
は
嘉
平
元
部
（
二
四
九

か
ら
司
馬
畿
に
弘
事
中
館
に
招
か
れ
、
七
人
が
嫌
っ
て
竹
林

難
し
い
で
あ
ろ
う
J
（
注
一

O
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ

が
集
ま
る
場
所
と
し
て
考
え
て
い
に
注
意
す
べ
き

（
注
一
二
も
竹
林
を
集
ま

の

る
の
は

竹
林
を
七
人

ろ
う
。

て
お
り
、

王
暁
毅
と
閉
じ

し

に
お
け
る
「
遊
於
竹
林
」
〈
に
遊
宴
す
る
い
）
、

に
お
け
る
「
集
子
竹
林
」
（
竹
斡
に
集
ま
る
）
や
「
普
書
」
に

お
け
る
「
竹
恭
之
務
」
〈
竹
林
で
の
遊
宴
）
を
考
え
合
わ
せ
て
見
る
と
、
竹
訴

は
騒
逸
す
る
場
所
で
は
な
く
、
一
に
集
ま
る
た
め
の
場
所
に
い

ろ
λ
ノ
。

立

で
あ
る
。

と
言
え
る

七

人

の

臆

逸

す

る

場

所

に

つ

い

て

は

、

ゃ

な

ど

の

文
献
に
明
言
さ
れ
て
い
な
い
が
、
七
人
の
居
住
地
だ
っ
た
と
誰
瀕
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、
そ
れ
ほ
ど
脊
名
な
鰭
者
と
し
て
、
山
林
や
市
井
な
ど
に
蕗
逸
し
た

な
ら
ば
、
「
亜
日
圭
一
掃
」
や
「
世
説
薪
語
」
な
ど
の
文
献
に
ま
っ
た
く
離
れ
ら
れ
な

い
は
ず
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
だ
。
七
人
の
居
住
地
に
つ
い
て
、
王
暁
毅
の
「
竹

林

七

を

踏

ま

え

て

、

次

の

よ

う

ιま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

王
戎

「

懇

療

侍

」

〈

る

「

戎

自

一

一

白

興

駿

唐

山

陽

二

（

吋

普

室
田
』
第
五
冊
、
，
九
七
四
年
十
一
月
、
一
一
一
一
七
ハ
と
い
う

記
述
か
ら
、
哲
藤
と
戎
の
住
居
が
河
内
郡
山
陽
県
〈
今
の
部
南
省
焦
作
、

拶
武
附
近
〈
在
一
ニ
）
）
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

出
活
「
出
活
惇
」
（
「
菅
審
」
）
に
お
け
る
「
山
活
字
巨
源
，
邦
内
機
入
品
。
」

書
』
第
五
冊
、
中
華
書
層
、
一
九
七
西
年
十
一
月
、
一
一
二
一
一
一

記
述
か
ら
、
出
活
の
住
居
が
山
陽
県
東
に
隣
接
す
る
河
内

階
者
武
捗
県
）
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

向
秀

-14 

と
い
う

（
今
の
持

河
内
懐
入
品
。
」

七
四
百
〈
）
と
い

一
九
七

冊、

一月、
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や

接

近

。

」

冊

、

中

華

書

局

、

一

九

七
五
と
い
う
記
述
、
が
あ
る
。
向
秀
の
住
居
も
湾

で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

七
四
年
十
一
月
、

内
郡
懐
県
に
あ
り
、
話
康
の

劉

伶

の

つ

い

て

は

、

文

献

に

れ

て

い

な

い

が

、

被

の

山
陽
県
、
壊
械
黙
と
隣
接
す
る
獲
嘉
県
に
あ
る
た
め
、
住
居
も
そ
の
罵
辺
に
あ

る
と
推
知
で
き
る
。

伝
籍
と
玩
威

「
本
経
注
」
（
「
穀
本
」
の
項
〉
に
「
穀
水
又
東
南
。
転
露
関
東
注
。
謂
之

統
治
一
部
。
院
嗣
宗
之
裁
居
岳
。
」
（
吋
水
経
注
片
註
界
最
一
回
鳥
、
一
九
六
支
部
六

月
、
一
一
一
九
一
員
）
と
書
い
て
い
る
一
方
、
「
銃
威
簿
」
（
「
普
幸
一
一
日
」
）
に
「
威
出
掛
〈

籍
居
道
南
，
諸
民
農
道
北
。
」
（
『
晋
書
』
第
五
器
、
中
華
審
局
、
一
九
七
西
年

十
一
月
、
一
一
一
一
六
二
一
良
〉
と
い
う
記
述
、
が
あ
る
た
め
、
恥
戒
と
玩
籍
は
共
に
、

格
揚
（
穀
水
）
諦
近
広
住
ん
で
い
た
は
ず
で
あ
る
。

つ
ま
り
＼
菩
康
、
山
泊
、
王
戎
、
向
秀
、
劉
伶
の
五
人
が
湾
内
郡
山
陽
県

及
び
そ
の
周
辺
に
住
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
方
で
、
統
籍
と
統
戒

は
山
陽
か
ら
速
く
離
れ
た
港
援
に
居
を
据
え
て
い
た
。

普
段
、
そ
れ
ぞ
れ
の
居
住
地
付
近
で
活
動
し
な
が
ら
認
股
し
、
特
定
の
持

期
（
例
え
ば
王
暁
毅
の
指
摘
し
た
こ
四
八
年
）
あ
る
い
は
、
た
ま
に
（
鼠
籍

と
鼠
戚
の
居
住
地
は
山
競
か
ら
漉
い
の
で
、
よ
く
集
ま
る
こ
と
は
出
来
な
い

で
あ
ろ
う
）
、
リ

i
、
ダ
ー
で
あ
る
鶴
織
の
往
ん
で
い
る
山
陽
に
集
ま
っ
て
、
そ

こ
に
あ
る
竹
林
で
遊
宴
し
た
の
だ
ろ
う
。

何
れ
に
せ
よ
、
竹
林
は
、
被
ら
が
務
合
飲
み
な
が
ら
、
当
持
盛
ん
に
行
わ

れ

て

い

た

め

に

集

ま

る

場

所

に

た

め

の

か
っ
た
の
だ
。
七
人
が
そ
ろ
っ
て
竹
林
に
隠
逸
し
て
い
る
と
い

議
辻
、
事
実
と
ず
れ
て
い
る
と
替
わ
、
ざ
る
を
得
な
い
。

ω餓
死
す
る
法
ど
貧
し
か
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て

七
人
の
貧
し
さ
に
関
す
る
記
述
は
「
晋
書
」
に
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
院

籍
の
務
め
た
宮
織
に
は
、
尚
審
郎
、
参
輩
、
大
司
馬
従
事
中
部
、
散
騎
常
侍
、

大
将
軍
議
事
中
郎
な
ど
が
あ
る
。
酷
艇
は
中
散
大
夫
を
務
め
た
こ
と
が
あ
る
。

既
成
は
散
騎
侍
郎
を
経
て
始
平
太
守
に
就
い
た
ま
ま
死
ん
だ
。
向
秀
は
散
鱗

持
部
な
ど
か
｝
経
て
数
騒
常
侍
に
就
い
た
ま
ま
死
ん
だ
。
壬
戎
と
山
活
は
、
い

ず
れ
も
当
時
の
最
高
級
の
官
職
の
苛
提
で
あ
る
。
揺
伶
も
建
威
参
翠
に
就
い

た
こ
と
が
あ
る
。
七
人
は
皆
、
官
吏
な
の
で
、
貧
し
い
は
ず
は
な
い
だ
ろ
う
。

抗
籍
、
十
祝
威
、
向
秀
、
王
戒
と
山
揺
は
い
ず
れ
も
官
職
に
就
い
た
ま
ま
死
ん

だ
が
、
盤
康
は
協
力
を
拒
否
し
て
司
馬
氏
に
殺
さ
れ
た
。
裂
捨
だ
け
が
無
官

の
ま
ま
死
ん
だ
。
餓
死
す
る
ほ
ど
貧
し
い
と
い
う
太
宰
治
の
認
識
は
事
実
と

か
な
り
ず
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

貧
し
さ
に
つ
い
て
も
、
韓
逸
す
る
場
所
に
つ
い
て
も
、
ム

認
識
は
一
面
的
な
も
の
と
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

面
的
な
竹
訴
七
賢
観
の
か
（
注
二
二
）

の
総
者
観
を
竹
詳
七

の

iま

つ

の
で
は
な
い
か

三
、
太
事
拾
の

〈
一
〉
、
桔
夷
、
叔
斉
と
議
出

上
「
鰭
崎
潤
宛
書
穣
」
に

う
で
す
ね
二
と
い

る
「
さ
う
し
て
餓
死
い
た
し
た

T

の
言
及
は
興
味
深
い
。

(J) 
あ
~ 

15-

の
七
賢
へ
の

こ
”
フ
い

ら
れ
る
。
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死
し
た
謡
者
と

児
、
叔
斉
は
弟

お
互
い
に

の
は
伯
夷
と
叔
斉
で
あ
る
。
伯
夷
が

孤
竹
と
い
う
留
の
君
主
の
息
子
で
あ
っ
た
。
父
の
死
後
、

の
位
を
譲
り
合
っ
て
、
跡
を
継
が
な
か
っ
た
。
紀
元
前
一
一

の
武
王
が
、
殿
の
紺
王
を
武
力
に
よ
っ
て
倒
そ
う
と
す
る
持
、

王
の
罵
を
叩
い
て
、
諌
め
た
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ

下
が
周
の
も
の
と
な
っ
た
後
、
伯
夷
叔
斉
は
新
王
轄
の
周
の

事

じ

て

、

し

、

蕨

を

取

っ

て

命

を

繋

い

の
を

や
が
て
銭
死

し
た
。「
日
本
近
代
文
学
館
一
所
蔵

T

時
（
出
制
青
森
中
学
校
、

っ
た
漢
文
教
科
書
ガ
イ
ド
で
あ
っ
た
縄
問
正

（
東
京
辞
書
出
版
社
、
一
九
一
七
年
六
月
）
巻
一
が
見
え
る
。
つ
ま
り
、
太

宰
の
中
学
時
代
に
喪
っ
た
漢
文
教
科
書
誌
関
田
正
之
縦
吋
新
定
漢
文
読
本
』

（
開
成
師
、
初
版
九
一
一
年
十
二
月
）
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
岡
田
正
之
編

第
西
巻
「
伯
夷
・
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て

に
、
太
宰
治
の
中
学

月
i
一
九
二
密
年
四
月
〉
に

あ
る
。

、
東
伐
材
。
伯
夷
・
叔
斉

可
謂
孝
乎
。
以
臣
殺
君
、

日
、
「
此
義
人
出
」
。

岡
信
夷
・
叔
斉
恥
之
、

な
（
中
略
）
遂
銭
死
於
首
陽
山
。

四
巻
、
開
成
館
、

武
王
載
木
主
、

死
不
葬
、

日
、
「
父

九

－＇－働
/''¥ 

」
左
右
欲

巳
平
康
乱
、
天
下

隠
於
首
陽
山
、
採
薮
酒
食

之
輔

一
一
月
、
三
六

に
蕗
居
し
、
周
王

の
一
一
世
間
勤
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

出
に
あ
る
こ
と
や
、
生

ろ
う
。 こ

こ
で
は
、

ず
餓
死
し
た
と
い

人
の
謡
逸
す
る
場
所
が

る
「
餓
死
」
が
注
意
す
ベ

の

天

ま
た
、
中
富
麿
代
の
の
寒
出
も
看
過
で
き
な
い
も
の

十
年
十
月
に
刊
一
付
さ
れ
た
太
宰
治
の
髄
筆
「
も
の

節

の

人

」

に

お

い

て

、

次

の

よ

る
。
昭
和

み
ら
れ
る
。

山
詩
は
読
ん
だ

匂
あ
り
。

の
よ
う
で
面
白
く
な
か
っ

戸
品
、
a

f

L

f
，
刀
ー
を

慾
悠
た

の
入
、

の
冊
胞
を
楽
し
む
。

る
」
は
嘘
だ
と
思
う
、
が
、

右
太
宰
治
全
集
』
第
十

の
一人

2は
考
九え

さ

ペt
れ
た-'-/" 

だ
寒
山
詩
の
版
本
に
つ
い
し
て
み
た
い
。

は
非
常
に
接
雑
な
詩
嵐
を
有
す
る
。
中
で
も
「
擁
属
根
本
業
、
無
現

娯
様
院
。
輪
組
幾
何
劫
、
祇
為
渚
迷
官
。
〈
愚
痴
は
根
本
の
業
因
に
よ
る
、
恐

る
べ
し
無
明
煩
悩
の
あ
な
。
輪
期
そ
も
幾
劫
、
た
だ
迷
妄
の
業
に
よ
る
。
ご

〈
延
原
大
川
『
平
訳
寒
山
時
如
、
明
捧
出
版
社
、
一
九
六
一
年
十
月
、
一
七
九

真
。
）
と
い
う
よ
う
な
、
仏
法
を
説
い
た
と
こ
ろ
に
そ
の
特
教
が
あ
る
た
め
、

太
宰
治
は
の
よ
う
で
」
と
い
う
評
櫨
を
出
し
た
の
で
は
な
い
か
。
ま

（

中

華

書

題

、

二

月

）

で

指

議

し

た

ま
ず
、

の
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よ
う
に
、
寒
山
詩
は
白
話
詩
に
属
す
る
。
つ
ま
り
、
「
猪
喫
死
人
肉
、
人
喫
死

猪
腸
。
猪
不
嫌
人
臭
、
人
返
道
猪
香
。
（
ぶ
た
は
死
人
の
肉
を
食
い
、
人
は
死

に
た
る
ぶ
た
の
腸
を
食
う
。
ぶ
た
は
人
の
臭
き
を
い
と
わ
ず
、
人
は
ぶ
た
肉

の
香
ば
し
き
を
い
う
）
（
延
原
大
川
『
平
訳
寒
山
詩
』
、
明
徳
出
版
社
、
一
九

六
一
年
十
月
、
六
一
頁
。
）
」
と
い
う
よ
う
な
口
語
や
俗
語
が
混
じ
っ
て
い
る

詩
が
多
い
の
で
、
太
宰
治
は
一
定
の
漢
文
力
を
有
し
て
も
、
訳
注
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

筆
者
の
調
査
し
た
限
り
、
「
塵
中
の
人
」
が
刊
行
さ
れ
た
昭
和
十
年
十
月
ま

で
に
は
、
訳
注
の
寒
山
詩
と
し
て
は
、
釈
清
澄
注
釈
の
『
寒
山
詩
新
釈
』
（
国

光
社
、
一
九

O
七
年
十
月
）
、
井
土
霊
山
訳
の
『
ポ
ケ
ッ
ト
寒
山
詩
』
（
二
松

堂
、
一
九
一
一
年
四
月
）
、
毛
利
湛
然
注
釈
の
『
寒
山
詩
評
釈
』
（
禅
世
界
社
、

一
九
一
七
年
一
月
）
と
太
田
悌
蔵
訳
注
の
『
寒
山
詩
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
三

四
年
十
月
）
な
ど
が
出
版
さ
れ
て
い
た
。

太
宰
治
の
「
塵
中
の
人
」
を
読
ん
で
み
る
と
、
題
目
を
含
め
、
「
塵
中
の
人
」

と
い
う
表
現
は
三
回
に
わ
た
り
登
場
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
上
記
の
各
書
に
お
け
る
こ
の
詩
句
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

釈
清
澄
『
寒
山
詩
新
釈
』
：
・
「
悠
悠
塵
裏
人
、
常
楽
塵
中
趣
。
」
（
二
四
五
頁
）

井
土
霊
山
『
ポ
ケ
ッ
ト
寒
山
詩
』
：
・
「
悠
々
た
る
塵
裡
の
人
、
常
に
塵
中
の

趣
を
楽
し
む
。
」
（
二
六
三
頁
）

毛
利
湛
然
『
寒
山
詩
評
釈
』
・
：
「
悠
々
塵
裡
人
、
常
楽
塵
中
趣
。
」
（
三
五
一

頁）

太
田
悌
蔵
『
寒
山
詩
』
・
：
「
悠
悠
た
る
塵
中
の
人
、
常
に
塵
中
の
趣
を
楽
し

む
。
」
（
二
五
八
頁
）

釈
清
調
停
『
寒
山
詩
新
釈
』
、
井
土
霊
山
『
ポ
ケ
ッ
ト
寒
山
詩
』
や
毛
利
湛
然

『
寒
山
詩
評
釈
』
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
「
塵
中
の
人
」
で
は
な
く
「
塵
裏

（
裡
）
の
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
項
楚
『
寒
山
詩
注
』
に
も
「
悠

悠
塵
裏
人
、
常
楽
塵
中
趣
」
（
九
＝
二
頁
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
お
け

る
「
塵
裏
」
と
「
塵
中
」
は
同
じ
意
味
で
、
世
間
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
周

知
の
よ
う
に
、
中
国
の
古
詩
で
は
言
葉
遣
い
の
重
複
を
避
け
る
と
い
う
傾
向

が
あ
る
た
め
、
後
ろ
の
「
塵
中
趣
」
に
お
け
る
「
塵
中
」
と
の
重
複
を
避
け

る
た
め
、
「
塵
中
人
」
で
は
な
く
、
「
塵
裏
人
」
に
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、
太
田
悌
蔵
訳
注
の
『
寒
山
詩
』
で
は
、
「
悠
悠
た
る
塵
中
の
人
、

常
に
塵
中
の
趣
を
楽
し
む
」
と
訳
さ
れ
て
お
り
、
「
塵
中
」
と
い
う
一
言
葉
の
重

複
が
あ
る
の
で
、
誤
記
の
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
太
宰
治
も
太
田
悌
蔵
の

訳
文
と
全
く
同
じ
で
、
「
塵
中
の
人
」
と
表
現
し
て
い
る
の
は
太
田
悌
蔵
訳
注

の
『
寒
山
詩
』
を
読
ん
で
、
太
田
悌
蔵
の
誤
記
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
た
め

で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
太
宰
治
は
ど
ち
ら
を
読
ん
だ
の
か
と
言
え
ば
、
太
田

悌
蔵
訳
注
の
『
寒
山
詩
』
だ
と
思
わ
れ
る
。

太
田
悌
蔵
訳
注
の
『
寒
山
詩
』
に
お
け
る
間
丘
胤
の

で
は
、
寒
山
の
行
状
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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「
寒
山
子
詩
集
序
」

旦
た
状
貧
子
の
如
く
、
形
貌
枯
体
な
り
。
（
中
略
）
布
套
破
弊
、
木
履
地

を
履
む
。
（
中
略
）
懸
の
界
の
西
七
十
里
の
内
に
嘗
た
り
一
巌
有
り
、
巌

中
に
古
老
よ
り
貧
士
有
る
を
見
る
。
（
九

i
一
O
頁）

隠
逸
す
る
場
所
は
天
台
山
の
岩
窟
に
あ
る
一
方
、
「
貧
子
」
や
「
布
委
破
弊
」
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や
「
貧
土
」
な
ど
の

つ
ま
り
、

さ
を
物
語
っ
て
い

の
知
る
か
、
ぎ
り
の
中
国
騒
者
の

て
、
貧
し
い
生

れ
る
。

の

山
は
し、

ず
れ

合
て
い
た
。

日
本
の
穏
者

中
国
で
は
、
遁
世
人
と
い
隠
者
の
意
味
で
あ
り
、

帰
依
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
両
者
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
員
本

で
は
、
は
じ
め
は
大
拡
輯
鱗
の
「
賦
落
花
乱
舞
衣
応
太
上
法
皇
製
詩
序
」
（
注

…
罰
）
や
智
原
輔
昭
の
「
獄
議
芝
遥
勤
補
応
太
上
法
皇
襲
詩
序
」
（
注
一
五
〉

に
お
け
る
「
遁
世
」
の
よ
う
に
、
天
患
の
位
を
離
れ
る
と
い
う
、
中
間
の
隙

漁
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
た
が
、
平
安
朝
時
代
の
後
半
に
入
り
、

農
滋
保
胤
の
「
為
二
品
長
公
主
四
十
九
日
御
願
文
」
（
注
二
ハ
〉
に
お
け
る
「
遁

世
」
を
皮
切
り

ι、
逓
設
が
出
家
の
同
義
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
逓
散
の
意
味
を
め
ぐ
の
蓋
異
に
つ
い
て
、

小
幹
昇
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

，幽、、

一一、、剛J、和
養
を
捨
て
去
る
と
い
で
は
出
家
も
隠
士
も
嵩
じ
る
が
、
中

国
で
遁
世
人
と
い
え
ば
、
が
あ
げ
ら
れ
る
ほ
ど
、
還
は
伝
統
的

観
念
が
絡
ん
で
お
り
、
出
家
が
仏
一
一
誌
と
し
て
新
た
に
用
い
ら
れ
て
も
、
そ

れ
に
よ
っ
て
識
乱
が
生
じ
な
か
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。
箆
士
は
一
般

に
熟
知
さ
れ
て
お
り
、
出
家
と
は
別
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
我
が
冨
に
誌
蕗
士
、
ど
よ
ば
れ
る
者
が
実
際
に
存
在
し
た
わ
け
で
な

く
、
書
物
の
上
の
知
識
か
ら
髄
士
を
胸
中
に
掻
い
た
の
で
あ
り
、
出
家
し

て
山
林
に
修
行
す
る
こ
と
が
謡
士
の
生
活
に
類
似
寸
る
と
こ
と
が
、

せ
、
遁
散
を
の
よ
う
な
意
義
に
転
化
さ
せ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
（
『
中
露
。
日
本
に
お
け
る
鰹
史
観
と
謡
逸
思
想
』
、

田

大

学

出

瓶

部

、

一

一

五

一

一

員

）

つ

ま

り

、

隣

逸

が

先

に

現

わ

れ

て

、

、

仏

教

が
伝
わ
っ
て
め
、
遁
世
と
出
家
と
は
は
っ
き
り
慌
即
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
宮
本
で
は
、
隠
逸
へ
の
櫨
糠
が
山
林
を
志
す
修
行
儀
に
投

影
さ
れ
、
修
行
僧
が
穏
士
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
も
の
と
さ
れ
、
ま
た
、
出

家
と
遁
世
を
同
義
語
と
し
て
重
ね
て
「
出
家
選
量
」
と
四
字
熟
語
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
職
業
に
関
係
な
く
凪
雅
思
議
に
暮
ら
す
人
物
が
罷

者
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
中
国
の
隠
者
を
、
出
仕
会
離
れ
、
詩
文
に
逃

れ
た
者
と
理
解
し
た
浪
人
、
つ
ま
り
主
家
令
失
っ
た
武
士
が
露
者
と
自
称
し
、

山
林
や
車
弁
に
居
な
が
ら
、
詩
歌
な
ど
の
文
学
活
動
に
励
み
、
貧
に
あ
っ
て

名
利
を
離
れ
る
気
嵐
が
出
来
た
。
林
靖
の
「
本
朝
逓
史
」
や
元
政
の
叶
扶
桑

騒
逸
伝
」
な
ど
、
武
士

ιよ
る
隠
者
の
伝
記
、
が
相
次
い
で
著
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
新
し
い
文
学
気
運
の
経
興
に
つ
れ
て
、
俳
人
や
戯
作
者
に
も
蕗
者
と

自
弥
す
る
人
々
が
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

九
八
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日
本
揺
者
の
蕗
逸
す
る
場
所

放
浪
援
者
と
し
て
有
名
な
蕗
行
は
鞍
馬
山
や
高
野
山
な
ど
の
庵
を
結

ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
鴨
長
明
も
東
山
や
大
原
や
日
野
山
で
、
兼
好
も
比
叡
山

で
庵
を
結
ん
で
、
山
に
住
居
を
構
え
た
。
の
隠
者
長
記
で
あ
る

の

冒

頭

に

は

「

士

故

に

仕

へ

ず

、

設

に
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帰
国
す
。
故
に
官
を
辞
し
、
故
に
骸
を
乞
ふ
」
（
注
一
七
）
と
い
う
林
靖
に
よ

る
序
文
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
隠
逸
の
主
体
は
「
士
」
で
あ
り
、
隠
逸
す
る
場

所
は
「
山
林
」
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
身
分
を
間
わ
ず
、
誰
も
隠
者
と
自
称
す
る
、
つ
ま
り
隠
者
が
氾
濫

す
る
江
戸
時
代
の
気
風
の
中
で
、
井
原
西
鶴
の
「
万
の
文
反
古
」
中
の
「
桜

よ
し
野
山
難
儀
の
冬
」
で
は
、
本
文
の
後
に
「
物
好
き
に
出
家
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
山
住
い
に
退
屈
し
て
、
還
俗
の
気
持
に
な
っ
て
い
る
。
世
間
に

は
こ
う
い
う
無
分
別
な
も
の
が
大
ぜ
い
い
る
」
（
『
古
典
日
本
文
学
全
集
』
第

二
三
巻
、
麻
生
磯
次
訳
『
井
原
西
鶴
集
（
下
）
』
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六

O
年

十
二
月
、
三
四
四
頁
）
と
い
う
批
評
が
あ
る
一
方
、
本
居
宣
長
の
随
筆
「
玉

勝
間
」
に
は
次
の
一
文
が
あ
る
。

世
々
の
物
し
り
人
、
又
今
の
世
に
学
問
す
る
人
な
ど
も
み
な
、
す
み
か

は
、
里
と
ほ
く
し
づ
か
な
る
山
林
を
、
住
よ
く
こ
の
ま
し
く
す
る
さ
ま

に
の
み
い
ふ
な
る
を
、
わ
れ
は
い
か
な
る
に
か
、
さ
ら
に
さ
は
お
ぼ
え

ず
、
た
£
人
、
げ
し
げ
く
に
ぎ
は
〉
し
き
と
こ
ろ
の
、
好
ま
し
く
て
、
さ

る
世
ば
な
れ
た
る
と
こ
ろ
な
ど
は
、
さ
び
し
く
て
、
心
も
し
を
る
〉
や

う
に
ぞ
お
ぼ
ゆ
る
、
さ
る
は
ま
れ
ま
れ
に
も
の
し
て
、
二
佼
た
び
ね
し

た
る
な
ど
こ
そ
は
、
め
づ
ら
か
な
る
か
た
に
、
お
か
し
く
も
お
ぼ
ゆ
れ
、

さ
る
所
に
、
つ
ね
に
す
ま
〉
ほ
し
く
は
、
さ
ら
に
お
ぼ
え
ず
な
む
、
人

の
心
は
さ
ま
ざ
ま
な
れ
ば
、
人
う
と
く
し
づ
か
な
ら
む
と
こ
ろ
を
、
す

み
よ
く
お
ぼ
え
む
も
、
さ
る
こ
と
に
て
、
ま
こ
と
に
さ
思
は
む
人
も
、

ょ
に
は
多
か
り
ぬ
べ
け
れ
ど
、
又
例
の
つ
く
り
こ
と
の
、
漢
ぶ
り
の
人

ま
ね
に
、
さ
い
ひ
な
し
て
、
な
べ
て
の
世
の
人
の
心
と
、
こ
と
な
る
さ

ま
に
、
も
て
な
す
た
ぐ
ひ
も
、
中
に
は
有
ぬ
べ
く
や
、
か
く
疑
は
る
〉

も
、
お
の
が
俗
情
の
な
ら
ひ
に
こ
そ
。
（
村
岡
典
嗣
校
訂
『
玉
勝
間
（
下
）
』
、

岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
十
一
月
、
一
五
一
頁
。
）

当
時
の
隠
者
が
隠
逸
す
る
場
所
は
主
と
し
て
山
林
に
据
え
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
昭
和
十
年
十
月
に
刊
行
さ
れ
た
太
宰
治
の
随
筆
「
も
の
思
う
葦
（
そ

の
一
節
「
塵
中
の
人
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

の
一
）
」玉

勝
間
に
も
こ
れ
あ
り
。

「
世
々
の
物
知
り
人
、
ま
た
今
の
世
に
学
問
す
る
人
な
ど
も
、
み
な

住
み
か
は
里
遠
く
静
か
な
る
山
林
を
住
み
よ
く
好
ま
し
く
す
る
さ
ま
に

の
み
い
ふ
な
る
を
、
わ
れ
は
、
い
か
な
る
に
か
、
さ
は
お
ぼ
え
ず
、
た

だ
人
繁
く
賑
は
し
き
処
の
好
ま
し
く
て
、
さ
る
世
放
れ
た
る
処
な
ど
は
、

さ
び
し
く
て
、
心
も
し
を
る
る
や
う
に
ぞ
お
ぼ
ゆ
る
。
云
々
。
」
（
『
太
宰

治
全
集
』
第
十
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
九
年
六
月
、
五
五

3
五
六
頁
。
）
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こ
こ
で
は
、
本
居
宣
長
の
山
住
み
に
関
す
る
見
解
が
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ

て
い
る
。

歴
史
上
の
代
表
的
な
隠
者
は
い
ず
れ
も
隠
逸
す
る
場
所
を
山
林
に
据
え
て

い
た
。
本
居
宣
長
の
山
住
み
に
関
す
る
見
解
を
読
ん
で
、
太
宰
が
日
本
隠
者

の
隠
逸
す
る
場
所
が
主
に
山
林
に
あ
る
と
思
っ
た
の
は
当
然
だ
ろ
う
。

日
本
隠
者
の
生
活
状
態

小
林
昇
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
隠
者
を
描
い
た
貧
乏
物
語
が
し
ば
し
ば
見
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ら
れ
る
。
例
え
ば
、
鴨
長
明
の
「
発
心
集
」
の
冒
頭
で
は
、
有
名
な
隠
者
で

あ
る
玄
賓
と
平
等
供
奉
の
様
子
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

玄
賓
・
：
こ
の
舟
の
渡
し
守
を
見
る
と
、
髪
は
手
で
っ
か
め
る
ほ
ど
に
の

び
て
、
薄
汚
い
麻
衣
を
着
た
法
師
で
あ
っ
た
。
（
『
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
』

第
二
三
巻
『
中
世
説
話
集
古
今
著
聞
集
・
発
心
集
・
神
道
集
』
、
角
川

書
店
、
一
九
七
七
年
五
月
、
一
五
二

i
一
五
三
頁
。
）

平
等
供
奉
：
・
さ
て
伊
予
の
国
で
、
彼
は
い
つ
と
い
う
こ
と
な
く
ふ
ら
ふ

ら
と
さ
ま
よ
い
歩
い
て
、
乞
食
を
し
て
日
を
暮
ら
し
た
の
で
、
こ
の
国

の
人
々
は
、
彼
に
門
乞
食
と
い
う
名
を
付
け
た
の
だ
っ
た
。
（
中
略
）
と

て
も
人
間
の
姿
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
に
痩
せ
表
え
、
ぼ
ろ
が
ひ
ら
ひ
ら

し
て
い
る
継
、
ぎ
合
わ
せ
だ
け
を
着
て
、
ま
こ
と
に
み
す
ぼ
ら
し
い
。
（
『
鑑

賞
日
本
古
典
文
学
』
第
二
三
巻
『
中
世
説
話
集
古
今
著
聞
集
・
発
心

集
・
神
道
集
』
、
角
川
書
店
、
一
九
七
七
年
五
月
、
一
六
二
頁
。
）

引
用
部
を
読
ん
で
み
る
と
、
二
人
が
貧
し
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ

と
で
あ
る
。
「
本
朝
遮
史
」
に
も
、
松
の
実
を
食
べ
て
い
た
民
黒
人
や
今
日
一

日
の
生
計
も
立
て
ら
れ
な
い
ほ
ど
非
常
に
貧
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
蘭
笥

翁
が
登
場
す
る
。
ま
た
、
伴
蓄
撲
の
「
近
世
崎
人
伝
」
（
序
文
に
よ
る
と
初
め

隠
士
の
伝
を
集
録
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
崎
人
伝
に
し
た
と
い
う
）
に
も

次
の
よ
う
な
貧
乏
な
隠
者
が
登
場
す
る
。

桃
山
隠
者
：
・
伏
見
桃
山
に
乞
巧
の
ご
と
く
わ
ら
む
し
ろ
を
も
て
か
こ
ひ

た
る
も
の
し
て
住
人
あ
り
。
（
宗
政
五
十
緒
校
注
『
近
世
崎
人
伝
・
続
近

世
崎
人
伝
』
、
平
凡
社
、
一
九
七
六
年
三
月
、
二
一
三
頁
。
）

森
金
吾
・
：
「
終
に
四
十
近
き
比
致
仕
し
、
故
郷
に
帰
り
、
只
膝
を
容
る

斗
の
庵
を
結
び
、
耀
汰
瓶
を
も
た
く
は
へ
ず
、
蕎
麦
の
粉
を
も
て
朝
夕

の
飢
を
凌
ぐ
。
」
（
宗
政
五
十
緒
校
注
『
近
世
崎
人
伝
・
続
近
世
崎
人
伝
』
、

平
凡
社
、
一
九
七
六
年
三
月
、
二
二
八
頁
。
）

日
本
で
は
、
貧
は
隠
者
と
密
接
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
小
林

昇
の
「
貧
は
隠
者
の
宿
命
の
よ
う
で
あ
る
」
（
『
中
国
・
日
本
に
お
け
る
歴
史

観
と
隠
逸
思
想
』
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
三
年
一
月
、
三
七
一
頁
）

や
、
杉
浦
明
平
の
「
日
本
の
隠
者
は
、
精
力
気
力
不
足
か
ら
俗
世
間
か
ら
落

伍
し
た
連
中
で
、
貧
し
さ
が
一
つ
の
看
板
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
鴨
長
明
以

来
す
こ
し
も
変
わ
ら
な
い
」
全
日
本
の
隠
者
、
中
国
の
隠
者
」
、
『
国
文
学
解

釈
と
教
材
の
研
究
』
第
十
九
巻
第
十
四
号
、
一
九
七
四
年
十
二
月
、
七
四
頁

1
七
五
頁
）
と
い
っ
た
認
識
は
日
本
人
の
普
遍
的
認
識
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

太
宰
が
同
じ
日
本
人
と
し
て
、
日
本
の
隠
者
が
貧
し
い
と
い
う
、
小
林
昇
や

杉
浦
明
平
な
ど
と
同
じ
認
識
を
持
っ
て
い
て
も
、
何
の
不
思
議
も
な
い
だ
ろ

v
円
ノ
。

-20-

ま
た
、
時
期
が
や
や
遅
れ
る
が
、
昭
和
二
十
年
一
月
に
発
表
さ
れ
た
太
宰

治
の
「
吉
野
山
」
は
注
意
す
べ
き
作
品
で
あ
る
。
無
用
の
発
心
で
出
家
遁
世

し
た
偽
隠
者
を
部
撤
す
る
も
の
で
、
吉
野
山
に
遁
世
し
た
主
人
公
が
お
金
に

困
り
、
昔
の
友
達
に
助
け
を
求
め
る
手
紙
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
本
文
末
尾

に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
、
井
原
西
鶴
の
「
万
の
文
反
古
」
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「
桜
よ
し

ょ
し
野
山
難
儀
の

し
て
、
太
宰
の
「

の
と
は
思
い
も
寄
ら
ず
、
そ
ん
な
に

そ
ろ
そ
ろ
壊
中
も
心
細
く
な
り
、

第
六
巻
、

中
の

の
え
よ

の
翻
案
で
あ
る
。

人
公
の
貧
し
さ
記
関
す
し
か
し
、

原
典
の
「
接

な
い
の
に
対

て
こ
の
よ
う
に

か
か
る
も

っ
て
来
ま
せ
ん
で
し
た
の

い
立
っ
た
か
わ
か
り
ま
せ

九
九
六
年
七
月
、
田
一
Er－－M

い
が
だ
い
ぶ
た
返
す

ん頁

）

や

「

こ

こ

里

人

へ

の

ま

っ

て

居

り

ま

す

し

、

て

捷

っ

て

い

る

夜

に
当
っ
て
も
ま
た
金
銭
の
こ
し
い
問
題
が
起
る
の
で
は
な
か

下
山
の
決
心
も
に
ぶ
り
ま
す
J

Q
太
宰
治
全
集
』
第
六

九
九
六
年
七
月
、
四
一
七

i
四
一
人
一
員
〉
と
い
う
よ
う
な
、

あ
る
こ
と
か
ら
も
、

ち
の
く
に
し
て
も
、

し、

人

の
蕗
者
が
糞
し
い

う
い
う
認
識
に

「
士
口

公
の

し
さ
記

と
し、

っ
て
い
た
と
荷
え
る
だ
ろ
う
。

主
人
公
の
貧
し
さ

い
だ
ろ
う
か
。

い
て
、
原
真
に
な
か
っ

」
に
付
け
加
え
た
の
で

つ
ま
り
、
太
宰
の
知
る
限
り
の

い
ず
れ
も
山
林
に
隠
居
し
て
糞
し
い

名
な
謡
者
ら
も
皆
、
山
林
に
隠
居
し
た
り
、

い
た
の
で
、
中
国
の
で
も
日
本
の
寵
者
で

叔
斉
ゥや
いて寒
い山
たな
ーど
方の

日
本
の

っ
た
り
し
て

し
て
貧

し

い

生

活

を

送

っ

て

い

る

と

い

太

宰

が

持

っ

て

い

た

の

然

だ

ろ

う

。

太

宰

の

こ

の

よ

う

竹

林

に

隠

逸

し

、

貧

し

い

活
を
法
合
て
い
る
と
い
う
彼
の
竹
詠
七
は
、
隠
逸
す
る
場
所
や
生

状
藤
に
お
い
て
共
る
の
は
淘
偶
然
で
あ
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
竹
林
七

賢

が

露

者

で

あ

る

知

っ

て

い

た

た

め

、

山

林

に

龍

居

し

て

、

の
中
国
隠
者
や
、

し
い
生
活
を
送
っ
て
い
た

い
活
を
送
っ
て
い
る
と

賢
が
露
者
で
賢
に
の
時

方、

あ
る
と
と
を
知
っ
て
い
た
た
め
、
自
身
の
蕗
者
観
を
そ
の
ま

当
て
最
め
て
、
事
実
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
居
生
地
付
近
に
隠
居
し
、

期
あ
る
い
は
た
ま
に
、
奮
康
の
註
ん
で
い
る
山
陽
に
あ
る
竹
林
に
七

ま
っ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
の
に
、
隠
逸
す
る
場
所
を
竹
春
（
竹
林
七

う
普
遍
的
略
称
も
太
宰
が
七
人
の
蕗
逸
す
る
場
所
を
脅
林
即
断
し
た
一
一
国

で
あ
ろ
う
。
〉
と
た
り
、
事
実
上
は
貧
し
く
な
い
官

誤
解
し
た
り
す
る
こ
と

れ
る
。

い
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
い

当

た

っ
た
ほ
う
、
が

終
わ
り
にの

知
る
限
り
の
伯
夷
、

は
い
ず
れ

た
め
、

し
て
山
林
に
隠
居
し

っ
て
い
た
。

と

し、だ
が
、
餓
死
す
る
詩
ど
の

け
離
れ
る
竹
林
七
賢
観
を
持
っ
た

注
記

f’画、

一、可J

の

し
た

そ
の
ま
ま
竹
林
七

のし、

21-

で
あ
っ
た
は
ず
は
か

で
、
清
談
・

玄
談
と
も
い
う
。
掠
は
後
漢
末
、
在
野
の
士
の
関
で
れ
た
人
物

批
評
（
清
議
）
に
出
来
す
る
そ
の
主
た
る
内
容
は
抽
象
化
、
類
型

化
さ
れ
た
人
物
論
、
一
一
一
玄
（
、
「
老
子
」
、
「
荘
子
」
〉

く

形

而

上

的

言

論

で

あ

る

。

し

て

清

談

の

qir03
ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked

qir03
ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked



い
で
霊
場
し
た
竹
株

十

し

、

の

典

い

主

弼

で

あ

る

。

の
七
賢
試
罷
家
的
礼
訟
を
無
視
し
た
首
動
品

翠
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

士
一
）
二
十
朗
史
の
一
つ
。
晋
伎
の
正
史
で
あ
る
。
の
太
宗
の
時
、

齢
ら
の
奉
勅
撰
。
帝
紀
十
巻
、
志
二
十
春
、
列
伝
七
十
巻
、
載
紀
一
一

十
巻
よ
り
な
る
。

（
三
）
南
朝
来
の
袈
義
慶
の
織
で
、
後
漢
か
ら
東
皆
に
至
る
阜
県
族
・
学
者
・

文
人
・
僧
但
・
な
ど
の
徳
行
・
言
語
・
文
学
な
ど
に
関
す
る
逸
話
を
一
一

十
八
円
は
三
十
六
円
〉
に
分
類
し
収
録
し
晋
で
あ
る
。

（

題

）

吋

論

語

』

、

一

九

六

O
年
五

隆
接

の

四
一
八

〉

「

史

記

」

か

ら

泊

五

代

史

」

ゃ

に

至

る

ま

で

の
二
十
西
部
の
正
史
の
総
祢
。
清
の
乾
隆
三
七
三
六

i

七
九
五
）

の
時
代
に
、
勅
令
に
よ
っ
て
れ
た
も
の
で
あ
る
。

〉
『
晋
主
立
第
五
冊
、

（
七
）
所
謂
「
竹
林
七

之
事
数
，

入

，
至
東
背
中
葉
以
後
江

（
貌
氏
春
歌
竹
林
名
土
簿
竹

）
市
湾
北
民
間
亦
以
其
説
附
会
地
方
名
勝
，
釦
水
経
注
玖

竹
之
類
是
品
。
〈
叫
陳
寅
務
先
生
文
史
議
集

一
九
七
年
五
月
、
入
頁
。
）

知
、
文
文
出
張
社
、

「
貨
殖
列
信
行
：
斉
魯
千
・
清
川
千
・
竹
。
叫
新
釈
漢
文
大
系
知

第
一
一
…

0
巻
『
史
記
〈
十
詔
）
列
長
〈
七
戸
、
明
治
書
院
、
一
一

O
一

部
年
六
月
、
五
一
一
一
賞
。
）

山
）
「
請
水
」
・
：
自
鹿
山
東
南
二
十
五
塁
。
有
話
公
故
居
。
以
居
時
有
瀧
竹

鷲
。
〈
叫
本
経
注
』
、
投
界
書
局
、
一
九
六
五
年
六
月
、
一
一
六
真
。
）

cv
竹
林
七
繋
持
的
伝
説
塩
非
党
山
沼
市
生
，
可
能
以
某
次
七
人
的
竹
林

表
会
為
原
型
，
時
開
発
生
夜
前
期
正
始
九
年
〈
一
一
西
入
年
）
的
可
能

性
最
大
，
因
、
為
該
年
七
賢
揚
棄
宮
職
，
在
可
能
向
在
山
揚
。
市
高
平

際
政
変
之
后
，
侃
籍
告
嘉
平
元
年
期
被
司
馬
赦
臨
時
府
為
日
航
事
中
部
，
此

后
七
賢
後
難
全
部
相
葉
子
竹
林
。
（
「
竹
林
七
賢
考
＼
『
歴
史
研
党
円

ニ
0
0
一
年
五
月
、
九
七
真
。
）

…
）
至
於
所
謂
性
幹
叡
乎
並
無
一
定
的
地
点
，
能
例
七
人
審
喜
歓
選
揮

附
近
各
始
的
竹
林
存
為
集
会
的
地
方
就
是
了
。
高
中
国
哲
学
史
通
論
』
、

金
活
・
読
書
・
新
知
…
一
一
聯
書
店
、
一
九
八
三
年
十
二
月
、
一
九

O
頁。）

二
）
程
蜂
「
竹
林
七
賢
寓
居
“
河
内
山
陽
円
増
盟
燐
新
「
『
・
州
大
学

学
報
〈
皆
学
社
会
科
学
版
に
第
酉
四
巻
第
二
期
、
二

O
一
一
年
一
一
一
月
。

（
一
一
一
一
〉
太
宰
の
竹
林
七
賢
観
は
史
実
と
の
聞
に
明
ら
か
な
食
い
違
い
が
あ

る
の
で
、
兵
捧
的
な
資
料
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
ο

竹
林
七
賢
が
銭
死
す
る
ほ
ど
貧
し
い
と
い
う
よ
う
に
記
述
す
る
本
は

そ
も
そ
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

四
）
「
本
較
文
特
」
巻
十
「
序
丙
・
詩
序
一
二
」
・
：
義
太
上
皇
遁
世
之
別
館

告
。
〈
柿
村
重
松
注
吋
本
朝
文
粋
』
下
冊
、
内
外
出
版
、
九
二
二
年

問
丹
、
四
六
ニ
頁
。
〉

五
）
「
本
朝
文
粋
」
巻
十

-22-

・
詩
序
三
い
・
：
自
彼
遁
堂
揮
帯
。
〈
掠
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村
重
松
注
『
本
朝
文
粋
』
下
冊
、
内
外
出
版
、

四
三
九
頁
。
）

（
一
六
）
「
本
朝
文
粋
」
巻
十
四
「
願
文
下
」
：
・
何
其
遁
世
之
太
疾
平
。
（
柿

村
重
松
注
『
本
朝
文
粋
』
下
冊
、
内
外
出
版
、
一
九
二
二
年
四
月
、

九
八
九
頁
。
）

（
一
七
）
島
内
裕
子
「
『
本
朝
遮
史
』
と
『
扶
桑
隠
逸
伝
』
に
み
る
隠
遁
像
」
、

『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
第
十
四
号
、
一
九
九
六
年
十
一
月
、
二
九

頁。

一
九
二
二
年
四
月
、
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